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研究拠点形成実績の概要   
 
新産業の創成に貢献できる人材の育成および知的資産の創出を目指し、分子科学に立脚して学際領

域も融合したナノスケールの化学を主軸として  社会との強い連携のもと実践的に教育・研究する世界
最高水準の拠点｢実践的ナノ化学教育研究拠点｣を形成する目的のもと、若手研究者および博士課程学

生を対象として、若手成果発表討論会、実践的英語講座、国際シンポジウムでの発表会などの特色あ

る教育プログラムを波状的に推進し、COE若手研究者研究費、RA費などの研究支援により若手育成に
注力した。また、新たに設置した学際領域型「ナノ理工学専攻」より博士授与も含む修了生を出した

。研究展開では、ナノ合成化学、精密プロセス、応用ナノ化学、分子ナノ科学、ナノエレクトロニク

ス材料の５研究部門における各個研究のみならず、部門を跨ぐ相乗的な連携研究を重視して、有機的

な共同研究を後押しした。平 14-17年度に上記 5部門が開拓し獲得した研究成果を総合し、ナノ寸法で
の有機分子、高分子、錯体分子などの合成、分子集合体、組織体、無機構造体、超格子、表面微細構

造体などの構築、実践的な合成・構築ルートとしての検証と一般化を進めた。並行して機能・活性の

切り口からナノ構造と機能の相関として研究成果を整理し、これらを通して、実学たる｢ナノ化学｣の

領域の確定に向け、応用に繋がる研究指針を形作った。以上の成果を取りまとめて、産業基盤たる新

たな学問分野として｢実践的ナノ化学｣を確立するとともに、本機関が近未来のナノテク産業、化学に

立脚したエネルギー・バイオ・ＩＴ融合先端産業に直結したシーズの発信地となり、ナノ化学を実践

的に研究展開する世界に先駆ける研究拠点として世界水準での認知にむけた活動を行った。研究成果

を最終の公開シンポジウムなどにて効率高く情報発信するとともに、 21COEプログラムの教育成果を
あわせアピールした。また拠点研究成果をまとめた論文誌特集号を出版した。  
 

研究拠点形成に係る具体的な成果  
 

(1)各部門研究の代表的な成果 機能性ナノ分子、ナノプロセス材料、ナノエレクトロニクス材

料の創製において水準高い学術論文に印刷発表している。実用化に結びつく成果として、a)  選
択的な酸化反応を経る抗生物質の合成経路、 b)  ラジカルポリマー／ナノカーボン繊維から成
る 2次電池活物質、 c)  ナノキラル有機薄膜からなるセンサーなど、開発研究を展開した。 
(2)相乗的連携研究の成果 実践的な切り口からの新たなシーズを提出すべく、領域の融合によ

る相乗的連携研究を過去 46件採択してきたが、本年も引き続き 9件採択して強力に支援し、菌
体酵素によるエンプラ原料の生産など独創性高く実用化につながる成果が出てきている。 

(3)ポスドクの雇用と研究支援 拠点目的との適合、研究水準、国際性を総合して選考し 42名の
ポスドクを雇用し、既に 14名が大学教員職、 7名が海外博士研究員として転出した。ポスドク
が独立して能力を十分に発揮して研究できるようCOE若手研究者研究費を募り、研究の新規
性、波及性、目標達成能力を評価審査し、 50万円 7件を採択した。 
(4)ナノ理工学専攻の設置 学際領域型専攻として開設した国内初の「ナノ理工学専攻」より、

昨年度・一昨年度に引き続き、本年度、修了生を出すとともに博士授与もなされ（課程博士 6
名、課程外博士 1名）、ナノ理工学のさきがけとなる専攻として確立している。 
(5)COE研究補助員の採用 博士課程学生より研究補助員を募集し、審査を経て 47名を採用し、RA
費により支援した。また優れた成果を挙げた研究補助員の雇用期間を延長した。 

(6)博士課程へ進学する修士課程学生への支援 博士後期課程進学が内定した修士課程学生の研

究への意欲を応援し、修学内容の向上を促すために 15名を支援した。 
(7)若手成果発表討論会の開催 若手研究者・博士課程学生の研究内容および発表技術の向上を

目的とし、学外より新進気鋭研究者 5 名をコメンテーターとする合宿形式の成果発表討論会を
実施した。 

(8)実践的英語講座の開講 若手研究者､博士課程学生の英語力およびプレゼンテーション技倆

向上を目指し､ネイティブ講師も含め合宿形式で英語プレゼンテーションならびにテクニカル

ライティングの演習を実施した｡さらにミシガン大学と共同で本拠点若手研究者向けプログラ

ム「実践的英語上級講座」を昨年に引き続きミシガン大学にて開講、 9 名を派遣し、学術的お
よび総合的英語コミュニケーション力向上をはかった。 

(9)国際シンポジウムの開催 国内外の著名な研究者による講演を含んだ国際シンポジウムを開

催し、 400 名近の参加者を得て成功裡に終えた。ポスターセッションでは若手研究者および博
士課程学生らが著名研究者らと活発に討論できた。 

(10)拠点論文特集号の発刊 本拠点の研究内容のいくつかをまとめ、 Science and Technology of 
Advanced Materials 2006年 7巻に、本拠点論文特集号として掲載、発刊した。  

 

  (注)  交付申請書の「拠点形成の目的・必要性」，「本年度の研究拠点形成実施計画」と対応させて
分かりやすく記入すること。 
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3. 逢坂哲彌 , 吉野正洋 , “図解  最先端  表面処理技術のすべて ”, （関東学院大学表面工学
研究所  編） , 株式会社工業調査会 , 2006 年 , 18̶ 21. 

4. 大泊巌（分担執筆）, “エコマテリアルハンドブック ” (総ページ数 816 頁 ), 丸善 , 東京 ,  
2006, 396-397. 

5. 鈴木崇志・黒田一幸 , “金属アルコキシドを用いたメソポーラス薄膜の作製 ”, 株式会社
化学工業社 , 東京都港区 , 2006, 68-75（化学工業  Vol. 57, No. 12（2006））  

6. 鈴木崇志・黒田一幸 , “ゾル・ゲル ”, 株式会社  オーム社 , 東京都千代田区 , 2007 刊行
予定（薄膜ハンドブック（第 2 版））  

7. 武岡真司 , 岡村陽介 , 阿閉友保 , “ﾌｧｲﾊﾞｰ” ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｵﾊﾞｲｵﾒﾃｨｸｽ  ～近未来の新技術創
成～  動く臓器としての血液に学ぶ  -人工赤血球・人工血小板への挑戦 -”, (本宮達也 ),
NTS, 東京 , 2006, 453-457. 

8. H. Sakai, K. Sou, S. Takeoka, K. Kobayashi, and E. Tsuchida “Hemoglobin-Vesicles as a 
Molecular Assembly: Characteristics of Preparation Process and Performances as Artificial 
Oxygen Carriers” In “Blood Substitutes”, Elsevier, Amsterdam, 2006, Chapt. 44, 514-522. 

9. 武岡真司 , “生命・医療・福祉  ハンドブック  遺伝子治療 / DDS”, (早稲田大学  生命・
生体・福祉研究所 ), コロナ社 , 東京 , 2007, 120-123. 

10. 伊達康博 ,青井議輝 ,常田聡 , “anammox 反応を活用した新規生物学的窒素除去技術 ”, 
「複合微生物系の産業利用と新産業創出」（倉根隆一郎  監修） ,  シーエムシー出版 ,  
東京  2006, 157-164. 

11. 阿部洋 , 古川和寛 , 常田聡 , 伊藤嘉浩 , “細胞内遺伝子発現検出用の蛍光バイオプロー
ブの設計と合成 ”, 「一細胞定量解析の最前線̶ ライフサーベイヤ構築に向けて̶ 」
（神原秀記・松永是・植田充美  監修） , シーエムシー出版 , 東京  2006, 135-146. 

12. 須賀  健雄 ,  西出  宏之 , “有機ラジカル電池 -原理と応用 -”, エヌ･ティー･エス , 2006, 
99-116. 

13. H. Murata, H. Nishide, “Persistent High-Spin Organic Polyradicals" in "Carbon-Based 
Magnetism”, T. Makarova, F. Palacio, Elsevier, 2006, 53-74. 

14. 平沢泉 , 溶剤リサイクルハンドブック（溶剤リサイクル協会）, 溶剤リサイクル工
業会 , 東京 , 2006,169-177. 

15. 本間敬之 , “実験化学講座  第 5 版 ”, 第 24 巻「表面・界面」 , （日本化学会編） , 丸善 , 
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東京 , 2007, 53-69. 
16. 本間敬之 , “図解  最先端表面処理技術のすべて ”, （関東学院大学物質生命科学科編）, 
工業調査会 , 東京 , 2006, 170-172. 

17. T. Homma, “Electrocrystallization in Nanotechnology”, (Edited by G. Staikov),
WILEY-VCH, Germany, 2007, 208-216. 

18. 門間聰之 , “第 5 版実験化学講座 24 巻―表面･界面― ”, （日本化学会編） , 丸善 , 東京
都 , 2007, 402-409, “電極表面系のインピーダンス測定法 ”. 

 
○特許リスト  
1. 特許出願 2006-312853 “ステロイド化合物の製造法 ” 竜田邦明  
2. 特許出願 2006-189149 “セマフォリン阻害活性を有するキサントン化合物の製造方法 ”
竜田邦明  

3. 特許出願 PCT/JP2006/321107 “チオペプタイド化合物 ” 竜田邦明  
4. 特許出願 PCT/JP2006/317644（PCT）, “蒸着装置 ,蒸着方法 ,光学素子及びキラルセンサ

”, 朝日透 , 逢坂哲彌 , 田中真人 , 鈴木俊哉（2006 年 9 月） . 
5. 特許出願 2006-222021（日本）, “無電解銅めっき浴 , 無電解銅めっき方法及び ULSI 銅
配線形成方法 ”, 逢坂哲彌 , 長谷川円（2006 年 8 月） . 

6. 特許出願 2006-247604（日本）, “積層構造 ,超 LSI 配線板及びそれらの形成方法 ”, 逢坂
哲彌 , 吉野正洋（2006 年 9 月） . 

7. 特許出願 2006-291198（日本） , “燃料電池用パラジウム系触媒 , その製造方法及び固
定化方法 , 並びに燃料電池 ”, 逢坂哲彌 , 門間聰之 , 朴鍾殷（2006 年 10 月） . 

8. 特許出願 11/515871（米国）, “燃料電池 ”, 逢坂哲彌 , 門間聰之 , 朴鍾殷（2006 年 9 月）．
9. 特許出願 11/514832（米国） , “SEMICONDUCTOR DNA SENSING DEVICE AND DNA 

SENSING METHOD (半導体 DNA センシングデバイス及び DNA センシング方法 )”, 逢
坂哲彌 , 丹羽大介 , 本橋紀和（2006 年 9 月） . 

10. 特許出願 11/529537（米国） , “PLATED FILM OF GOLD=COBALT AMORPHOUS 
ALLOY, ELECTROPLATING BATH, AND METHOD FOR ELECTROPLATING（金 -コバ
ルト系アモルファス合金めっき皮膜 , 電気めっき液及び電気めっき方法）”, 逢坂哲彌 , 
沖中裕 , 千田一敬 , 加藤勝（2006 年 9 月） . 

11. 特許出願 200610141432.X（中国） , “PLATED FILM OF GOLD=COBALT AMORPHOUS 
ALLOY, ELECTROPLATING BATH, AND METHOD FOR ELECTROPLATING（金 -コバ
ルト系アモルファス合金めっき皮膜、電気めっき液及び電気めっき方法）”, 逢坂哲彌 ,  
沖中裕 , 千田一敬 , 加藤勝（2006 年 9 月） . 

12. 特許出願 95136429（台湾）, “PLATED FILM OF GOLD=COBALT AMORPHOUS ALLOY, 
ELECTROPLATING BATH, AND METHOD FOR ELECTROPLATING（金 -コバルト系ア
モルファス合金めっき皮膜 , 電気めっき液及び電気めっき方法）”, 逢坂哲彌 , 沖中裕 , 
千田一敬 , 加藤勝（2006 年 9 月） . 

13. 特許出願 10-2006-0095611（韓国）, “PLATED FILM OF GOLD=COBALT AMORPHOUS 
ALLOY, ELECTROPLATING BATH, AND METHOD FOR ELECTROPLATING（金 -コバ
ルト系アモルファス合金めっき皮膜、電気めっき液及び電気めっき方法）”, 逢坂哲彌 ,  
沖中裕 , 千田一敬 , 加藤勝（2006 年 9 月） . 
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14. 特許出願 11/529,535（米国） , “LAMINATED STRUCTURE, VERY-LARGE-SCALE 
INTEGRATED CIRCUIT WIRING BOARD, AND METHOD OF FORMATION THEREOF
（積層構造，超 LSI 配線板及びそれらの形成方法）”, 逢坂哲彌 , 吉野正洋（2006 年 9
月） . 

15. 特許公開 2006-093419（日本）, “半導体装置及びその実装方法 ”, 逢坂哲彌 , 本間英夫 , 渡
辺充宏 , 小岩一郎 , 足利欣也（2006 年 4 月） . 

16. 特許公開 2006-093420（日本） , “半導体装置の実装方法 ”, 逢坂哲彌 , 本間英夫 , 渡辺充
宏 , 小岩一郎 , 足利欣也（2006 年 4 月）．  

17. 特許公開 2006-098333（日本）, “半導体センシング用電界効果型トランジスタ及びこれ
を用いた半導体センシングデバイス ”, 逢坂哲彌 , 小岩一郎 , 丹羽大介（2006 年 4 月）．

18. 特許公開 2006-134638（日本）, “電子光学装置用電子ビーム源 ”, 大島忠平 , 六田英治 , 板
垣考洋 , 朝日透 , 逢坂哲彌（2006 年 5 月） . 

19. 特許公開 2006-138761（日本） ,  “半導体センサチップ及び半導体センシング装置 ”, 逢
坂哲彌 , 小岩一郎 , 丹羽大介（2006 年 6 月） . 

20. 特許公開 2006-186037（日本） ,  “インダクタチップ、その製造方法及び実装方法 ”, 逢
坂哲彌 , 本間英夫 , 渡辺充宏 , 小岩一郎 , 足利欣也（2006 年 7 月） . 

21. 特許公開 2006-186038（日本）, “抵抗体チップ及びその実装方法 ”, 逢坂哲彌 , 本間英夫 ,  
渡辺充宏 , 小岩一郎 , 足利欣也（2006 年 7 月） . 

22. 特許公開 2006-233272（日本）, “メソポーラス金属膜の製造方法 ”, 黒田一幸 , 逢坂哲彌 ,  
門間聰之 , 山内悠輔（2006 年 9 月） . 

23. 特許公開 2006-294283（日本）, “金属針構造体及びその製造方法 ”, 逢坂哲彌 , 大島忠平 ,  
朝日透 , 六田英治 , 郭鴻曦 , 鄭天佐（2006 年 10 月） . 

24. 特許公開WO2006/038324（PCT，全指定（ JP 除）） , “半導体センシング用電界効果型
トランジスタ、半導体センシングデバイス  半導体センサチップ及び半導体センシン
グ装置 ”, Tetsuya Osaka, Ichiro Koiwa, Daisuke Niwa（2006 年 4 月） . 

25. 特許出願 2006-127759, “L-ビニルグリシン誘導体の製造方法 ”, 駒大輔， 木野邦器 , 澤
井俊哉（2006 年 5 月） . 

26. 特許出願 2006-258278, “ジペプチドの製造法 ”, 木野邦器 , 古田中洋一 , 矢ヶ崎誠 ,
（2006 年 9 月） . 

27. 特許公開 2006-193462, “ナノ構造体シリカ多孔質材料を担体とした経皮剤及び経口剤”, ユンヒス
ク, 黒田一幸（2006 年 7 月）  

28. 特許公開 2006-233272, “立体的な形状を有する微細凹凸部へのメソポーラス金属の形
成法の開発 ”, 山内悠輔 , 門間聰之 , 逢坂哲彌 , 黒田一幸（2006 年 9 月）  

29. 特許公開 2006-327854, “メソポーラス材料薄膜、レーザー発光部、レーザー及びメソポーラス材
料薄膜の製造方法”, 宮田浩克, 渡邉壮俊, 野間敬, 福岡歩, 鈴木崇志, 黒田一幸（2006年 12月）

30. 特願出  2006-135778, “転写装置及び転写方法 ”, 庄子習一 , 水野潤 ,  大野浩志 ,福原誠 ,  
太田口誠（2006 年 5 月）  

31. 特願出  2006-135779, “モールド支持構造及びモールド支持方法 ”, 庄子習一 , 水野潤 , 
大野浩志 , 福原誠 , 太田口誠（2006 年５月 ) 

32. 特願出  2006-253682, “マイクロカプセル , マイクロカプセル製造装置及びマイクロカ
プセル製造方法 ” ,庄子習一 , 荒川貴博 , 山本嵩洋（2006 年９月）  

33. 特願出  2007-010065, “フルオロカーボン微小構造体の製造方法 , フルオロカーボン微
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小構造体およびマイクロシステム ”, 庄子習一 , 荒川貴博 , 草川寛之（2007 年 1 月）  
34. PCT/JP2006/309211, “カチオン性アミノ酸型脂質 ”, 武岡真司 , 小幡洋輔  (2006 年 4 月 )
35. JP2006/311676, “Bone marrow-directing drug delivery materials and their applications”, K. 

Sou, S. Takeoka, T. Eishun, B. A. Gions, W. T. Phillips (2006 年 5 月 ) 
36. 特願出 2005-516743 “ヘモグロビン精製法 ”, 武岡真司 ,  土田英俊 ,  宗慶太郎  (2006 年 6
月 ) 

37. US10/584718, “Process for purification of hemoglobin”, 武岡真司 , 土田英俊 , 宗慶太郎
(2006 年 6 月 ) 

38. CA2551612, “Process for purification of hemoglobin”, 武岡真司 , 土田英俊 , 宗慶太郎
(2006 年 6 月 ) 

39. AU2004309285, “Process for purification of hemoglobin”, 武岡真司 , 土田英俊 , 宗慶太
郎  (2006 年 6 月 ) 

40. EP04808172.3, “Process for purification of hemoglobin”, 武岡真司 , 土田英俊 , 宗慶太
郎  (2006 年 7 月 ) 

41. 特願出 2006-292688, “薄膜状高分子構造体の調製方法 ”, 武岡真司 , 岡村陽介 , 藤枝俊
宣  (2006 年 10 月 ) 

42. 特許出願 2006-272015, “カチオン性アミノ酸型脂質を含む遺伝子導入試薬 ”, 早稲田大
学 , 武岡真司 , 小幡洋輔 , (株 )オキシジェニクス , 竹内良人 , 水野篤志 ,  (株 )ロコモジ
ェン , 野村芳枝 , 加藤幸裕 , 天野徹也 , 中島利博  (2006 年 10 月 )  

43. 特許出願 2006-317841, “蛋白質運搬体 ”, 武岡真司 , 武田直也 , 胡桃坂仁志 , 坂根勲 , 小
幡洋輔 ,池ヶ谷菜海子  (2006 年 11 月 )  

44. 特許出願 2006-285671, “ヘリカーゼ活性の測定法 ”, 秋光信佳 , 野田尚宏 , 谷英典 , 常
田聡（2006 年 10 月）  

45. 特許出願 2007-009795, “生体由来試料中の蛋白質の解析方法 ”, 中村和憲 , 野田尚宏 , 
谷英典 , 常田聡（2007 年 1 月）  

46. WO 2006/049261, “メモリー素子及びその製造方法 ”, 西出宏之 , 本田憲治 , 米久田康
智 , 倉田  崇 , 安部滋幹（2006 年 5 月）  

47. 特許出願 2006-310239, “プロトン伝導性高分子電解質及び燃料電池”, 宗内篤夫, 遠藤裕子, 西出
宏之, 多胡貴広, 岡安輝之（2006 年 11 月）  

48. 特願出 2007-24659, “半導体膜を製造する方法 ”, 堀越佳治 , 河原塚篤 , 田辺達也 , 中西
文毅 , 森大樹（2007 年 2 月）  

49. 特許出願 2006-160466, “電極 ,金属微粒子の製造装置および金属微粒子の製造方法 ”, 
本間敬之 , 齋藤美紀子 , 水野潤 , 原田琢也 , 藤原英道  (2006 年 6 月 ) 

50. 特許出願 2006-111482, “有害物質の不溶化剤 ”, 松方正彦 , 山﨑淳司 , 正田  武則  (2006
年 4 月 ) 

 
○受賞リスト  
1. 逢坂哲彌 , 日本応用磁気学会  学会賞 , ”電気化学的手法による高機能磁性薄膜の開発
と磁気記録デバイスへの応用 ”, 2006 年 9 月 . 

2. 逢坂哲彌 , 国際電気化学会フェロー（ International Society of Electrochemistry Fellow）,
”Fabrication and Characterization of High Performance Thin Films for Electronic Devices”, 
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2006 年 8 月 . 
3. 化学工学会室蘭大会学生賞 (小川武人 ), “水 /octanol 界面電位の振動と界面形状に関す
る検討 ”, 2006 年 8 月 . 

4. ASAIO's Anniversary Conference (52th), ASAIO Fellowship (K. Yamamoto), “Technical 
Evaluation of Dialysate Flow in Rexeed”, 2006 年 6 月 . 

5. ASAIO's Anniversary Conference (52th), Outstanding Poster Presentation Award (K. 
Yamamoto), “Technical Evaluation of Dialysate Flow in Rexeed”, 2006 年 6 月 . 

6. 菅原義之 , 日本化学会  BCSJ 賞 , “One-Pot Synthesis of Soluble Precursors Possessing 
Both Al–N and B–N Backbones and Their Pyrolysis”, 2006 年 11 月 . 

7. H. Nakai, 11th European Workshop on Quantum Systems in Chemistry and Physics, “QSCP 
Promising Scientist Award of Centre de Mecanique Ondulatoire Appliquee”, August 2006, 
St. Petersburg, Russia. 

8. Y. Horikoshi, Al Cho MBE Award, “For pioneering contributions to MBE with the 
invention of Migration-Enhanced Epitaxy (MEE) producing a near perfect atomic surface 
arrangement”, 2007 年 9 月 . 

 
○招待講演リスト  
1. K. Tatsuta, “Total Synthesis and Developments of Bioactive Natural Products”, Joint 

Symposium of National Taiwan University and Waseda University on Practical 
Nano-Chemistry, 2006 年 11 月 , 台北 . 

2. K. Tatsuta, “Total Synthesis and Developments of Bioactive Natural Products”, First 
International Conference on Advanced Organic Synthesis Directed toward the Ultimate 
Efficiency and Practicability, 2006 年 5 月 , 滋賀 . 

3. K. Tatsuta, “Total Synthesis and Developments of Bioactive Natural Products”, 
Cambridge-Oxford Symposium on Synthetic Organic Chemistry, 2006 年 8 月 , オックスフ
ォード . 

4. K. Tatsuta, “Total synthesis of complicated natural products from simple carbohydrates”, 
233rd ACS National Meeting, Symposium in memory of Prof. Aleksander Zamojski), 2007
年 3 月 , シカゴ . 

5. 竜田邦明 , “多様な天然生理活性物質の全合成 ” 第 41 回天然物化学談話会 , 2006 年 7
月 , 日高 . 

6. 竜田邦明 , “天然に学び天然を超す−くすりを創る ” 化学グランプリ講演会 , 2006 年 11
月 , 東京 . 

7. 竜田邦明 , “多様な天然生理活性物質の全合成と実践的展開 ” 有機合成化学講演会 ,  
2006 年 11 月 ,東京 . 

8. 竜田邦明 , “多様な天然生理活性物質の全合成と実践的展開 ” 北海道大学 21COE シン
ポジウム , 2007 年 2 月 , 札幌 . 

9. T. Asahi, “Development of SmCo5 Perpendicular Magnetization Films for Storage Media”, 
Workshop on Thermal and Optical Magnetic Materials and Devices (MORIS2006), 2006
年 1 月 , Tomiura, Japan. 

10. T. Asahi, “Generalized High Accuracy Universal Polarimeter のナノ材料への応用 ”，日
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本化学会有機結晶部会  第 15 回有機結晶シンポジウム , 2006 年 11 月 , 愛媛大学 , 松
山 . 

11. 逢坂哲彌 ,  “MEMS 技術を利用したバイオチップの開発 ”, 電気化学会第 73 回大会 ,  
2006 年 4 月 , 東京 . 

12. T. Osaka, “Challenge of New Materials for Next Generation’s Magnetic Recording”, 4th 
International Society of Electrochemistry Spring Meeting, 2006 年 4 月 , Singapore City, 
Singapore. 

13. T. Osaka, “Applications of Electroless Plating to ULSI Interconnects”, 209th Meeting of 
the Electrochemical Society (ECS), 2006 年 5 月 , Colorado, USA.  

14. T. Osaka, “Application of Electroplating and Electroless Plating of Cu to ULSI 
Interconnects”, 中国表面処理講演会 , 2006 年 5 月 , 杭州 , 中国 . 

15. T. Osaka, “New Formation Process of Plating Thin Films on Several Substrates by Means 
of SAM (Self-assembled Monolayer) Process”, 6th International Symposium on 
Electrochemical Micro- & Nano-system Technology (EMNT 2006), 2006 年 8 月 , Bonn, 
Germany.  

16. 逢坂哲彌 , “産学共同研究の事例研究－大学が企業に期待すること－ ”, Selete 特別講
演会 , 2006 年 8 月 , つくば . 

17. T. Osaka, “A Challenge of New Materials for Next Generation's Magnetic Recording”, 
UK-Japan Collaboration Day, 2006 年 9 月 , Newcastle, UK. 

18. T. Osaka, “New Trend on Electrochemical Nanotechnology -Design and Formation of 
Functional Films and Devices -”, Ceremony for the First Anniversary of Research Center 
of Energy Storage at Chungbuk National University, 2006 年 9 月 , Chungbuk, Korea. 

19. T. Osaka, “Small and Micro DMFC and Future Lithium Batteries”, 天津電源研究所特別
講演会 , 2006 年 9 月 , 天津 , 中国 . 

20. 逢坂哲彌 , “電気化学ナノテクノロジー ”, 福井大学特別講演会 , 2006 年 10 月 , 福井 . 
21. T. Osaka, “Basic Technology for R & D of Fuel Cell-especially for DMFC or Power 

Sources of Electronic Devices ”, 中南大学特別講演会 , 2006 年 10 月 , 長沙 , 中国 . 
22. T. Osaka, “Application of SAM for an Electroless Deposition onto Silicone Oxide and/or 

Polymer Substrates”, 210th Meeting of the Electrochemical Society, 2006 年 10 月 , 
Cancun, Mexico. 

23. T. Osaka, “Application of SAM (Self-Assembled Monolayer) in Nano-size Order to 
Interconnection and Packaging Technologies” EcoDesign 2006 Asia Pacific Symposium, 
2006 年 12 月 , Tokyo. 

24. 逢坂哲彌 , “産学共同研究の事例研究 ”, SYMTEC 例会講演会 , 2007 年 1 月 , Tokyo.  
25. T. Osaka, “Introduction of Osaka Lab Activity –from Electrochemical Nanotechnology to 

New Devices–”, 韓国機械研究院 (KIMM)特別講演会 , 2007 年 2 月 , Changwon, Korea. 
26. T. Osaka, “TFT Properties using Alkyl-monolayer/Si (111) Heterojunction Structure”, 

Second International Conference on Electroactive Polymers: Materials & Devices 
(ICEP-2007), 2007 年 2 月 , Goa, India. 

27. I. Ohdomari, “Nanoscale Surface Modification of Silicon with Single Ions”, 8th

International Conference on Advanced Surface Engineering(8th ICASE), Apr. 26, 2006, 
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Tokyo. 
28. 大泊巌 , “ナノテクノロジーの現状とワセダの挑戦 ” , 千代田稲門会総会 , 2006 年 5 月

16 日 , ホテルグランドパレス , 東京 . 
29. 大泊巌 , “早稲田大学ナノ理工学研究機構における研究および人材育成活動 ”, 平成 18
年度文部科学省科学技術振興調整費新興分野人材養成プログラム特別講義 , 2006 年 5
月 20 日 , 早大国際会議場 , 東京 . 

30. 大泊巌 , “早稲田大学ナノテクプロジェクトの紹介 ”, 第１回京都ナノ融合イノベーシ
ョンシンポジウム , 2006年 5月 30日 , 京都大学百周年時計台記念館百周年記念ホール ,  
京都 . 

31. I. Ohdomari, “Single Ion Implantation into Silicon”, The 16th International Microscopy 
Congress (IMC16), Sep. 8, 2006, Sapporo. 

32. I. Ohdomari, “Surface modification with single ion irradiation”, 13th International 
Conference on Solid Films and Surfaces (ICSFS-13), Nov. 16, 2006, San Carlos de 
Bariloche, Argentina. 

33. 木野邦器 , “遺伝子情報を活用した有用酵素の探索と最新型質量分析器による酵素機
能の評価 ”, 平成１８年度第１回かずさバイオテクノロジーセミナー「メタボローム解
析技術と有用物質生産への新展開」 , 主催 : （独）独立行政法人製品評価技術基盤機
構 , 2006 年 6 月 , オークラアカデミアパークホテル（千葉）  

34. 木野邦器 , “最新型質量分析器による微生物機能の評価 ”, NITE・JBA 共催講演会：動き
出す微生物の新産業利用―イノベーティブな微生物産業を目指して―, 2006 年 8 月，
学士会館（東京）  

35. 木野邦器 , “微生物資源からの有用機能開発 ”, 2006 年度日本生物工学会シンポジウム
3B-PM4, 共催：日本微生物資源学会 , 2006 年 9 月 , 大阪大学（大阪）  

36. 木野邦器 , “分子ライブラリー構築におけるアミノ酸からペプチド生産研究への展開 ”, 
第３回コンビナトリアル・バイオエンジニアリング会議「分子ライブラリー構築に向

けたコンビナトリアル・バイオエンギニアリングの挑戦」 , 主催：NPO 法人近畿バイ
オインダストリー振興会議 , 共催：コンビナトリアル･バイオエンジニアリング研究
会 , コンビナトリアルバイオ工学部会 ,  ナノテクノロジー部会 , 後援：近畿経済産業
局 , 日本生物工学会 ,  文科省科研費特定領域「ライフサーベイヤー」 , 京都大学２１
世紀 COE プログラム「微生物機能の戦略的活用による生産基盤拠点」, 2006 年 11 月 ,  
千里阪急ホテル（大阪）  

37. Kuniki Kino, “Search and Development of Biocatalyst for the Construction of Molecular 
Library” , The 4th 21COE International Symposium on “Practical Nano-Chemistry”, 2006
年 12 月 , 早稲田大学国際会議場  

38. T. Hattori, Y. Iwasaki, S. Ogawa, K. Kino, K. Kirimura, “Expression Analysis of the 
Alternative Oxidase Gene by the Visualization of EGFP Fusion Protein in Citric 
Acid-producing Aspergillus niger”, GIM2006, Abstract P335, 2006 年 6 月 , Prague, Czech.

39. M. Sato, M. Yoneyama, K. Kirimura, K. Kino, “Tryptophan Racemase Derived from Broad 
Specificity Amino Acid Racemase by Directed Evolution”, GIM2006, Abstract P362, 2006
年 6 月 , Prague, Czech. 

40. Y. Nakazawa, M. Yagasaki, K. Kirimura, K. Kino, “Synthesis of L-Amino Acid Dipeptides 
Using a Novel L-Amino Acid Ligase from Ralstonia solanacearum”, Biocat 2006, Abstract 



 
様式１４－２－２４（第１２条第１項関係）                                       〔別添１３－２〕 

 

p. 108, 2006 年 9 月 , Hamburg, Germany. 
41. R. Hara, A. Nozawa, K. Kirimura, K. Kino, “production of Aliphatic D-Amino Acid from 

L-Amino  Acid by Multi-enzyme Coupling Reaction”, Biocat 2006, Abstract p. 201, 2006
年 9 月 , Hamburg, Germany. 

42. 郡司裕朗 , 岩崎勇一郎 , 石井義孝 ,  木野  邦器 , 桐村  光太郎 ,  “微生物変換によるフェ
ノールからのサリチル酸の選択的合成 ”, 2006年度日本生物工学会大会 , 要旨集 p. 97, 
2006 年 9 月 , 大阪 . 

43. 若山瑠美子 , 郡司裕朗 , 岩崎勇一郎 , 石井義孝 , 木野  邦器 , 桐村  光太郎 ,  “新規な可
逆的サリチル酸脱炭酸酵素の精製と遺伝子クローニング ”, 2006 年度日本生物工学会
大会 , 要旨集  p. 97, 2006 年 9 月 , 大阪 . 

44. 桐村光太郎 , 服部貴澄 , 木野邦器 , “クエン酸生産糸状菌 Aspergillus niger の分生子に
おける alternative oxidase 遺伝子 (aox1)の視覚的な発現解析 ”, 2006 年度日本生物工学
会大会 , 要旨集  p. 133, 2006 年 9 月 , 大阪 . 

45. (4) 岩崎勇一郎 , 石井義孝 , 木野  邦器 , 桐村  光太郎 ,   “可逆的脱炭酸酵素遺伝子
（ rdc）を高発現した大腸菌によるレゾルシノールからの選択的 γ-レゾルシン酸生産 ”, 
日本化学会  第 9 回    生体機能関連化学・バイオテクノロジー部会合同シンポジウム , 
要旨集  p. 251, 2006 年 9 月 , 京都 .  

46. 服部貴澄 , 木野邦器 , 桐村光太郎 , “クエン酸生産糸状菌 Aspergillus niger における
EGFP を指標とした alternative oxidase 遺伝子 (aox1)の視覚的な発現解析 ”, 日本化学会
第 9 回生体機能関連化学・バイオテクノロジー部会合同シンポジウム , 要旨集 p. 252, 
2006 年 9 月 , 京都 .  

47. 酒井清孝 , ”血液透析膜の現状と将来 ”,機能性材料を利用した新規デバイス・プロセス
に関するシンポジウム ,2006 年 8 月 ,独立行政法人産業技術総合研究所 . 

48. 庄子習一 , “MEMS・マイクロ /ナノフルィディクスのバイオ・医療への応用 ”, 高分子
学会  第２４回高分子表面研究会講座 , 2006 年 6, 東京 . 

49. 庄子習一 , “MicroTAS 国際会議の歴史と今後の課題 ”, 第１４回化学とマイクロ・ナノ
システム研究会（14th CHEMINAS） , 2006 年 11 月 , 東京 . 

50. 庄子習一 , “細胞・分子の高速ソーティングシステム ”, 第５回集積光デバイス技術研究
会 , 2006 年 11 月 , 東京 . 

51. 庄子習一 , “早稲田大学における MEMS およびナノバイオ研究 ”, 2006 年度マイクロシ
ステム技術研究会定例外セミナー「立命館大学・早稲田大学 MEMS・ナノバイオ交流
研究会」 , 2006 年 11 月 , 立命館大学びわこ・くさつキャンパス . 

52. 庄子習一 , “ナノ加工および BioMEMS”, 日本学術振興会  未踏・ナノデバイステクノロ
ジー第 151 委員会研究会 ,  ナノバイオフュージョン分科会合同研究会 , 2006 年 12 月 ,  
東京 . 

53. S. Shoji, H. Sato, M. Kanai, M. Ishizuka, T. Arakawa, J. Mizuno, T. Funatsu, “MEMS 
Technologies and Micro/Nano Flow Systems for Bio/Chemical Applications”, DICP 
(Dalian Institute of Chemical Physics) Symposium (IX) on Miniaturization of Analytical 
Instruments & micro-System, 2006 年 4 月 , 大連 . 

54. S. Shoji, H. Sato, T. Arakawa, J. Mizuno, M. Kanai, T. Funatsu, “Micro/Nano Fluidic 
Devices and Systems for Bioapplications”, Intenational Workshop on Micro/Nano Science 
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and Engineering for the 21st Century, 2006.年 11 月 , 立命館大学 . 
55. S. Shoji, H. Sato, T. Arakawa, S. Kanai, “Continuous Liquid and Particle Handlings in 

Micro Channel”, Sixth Asia-Pacific International Symposium on Microscale Separations 
and Analysis: APCE 2006, 2006 年 11 月 , 京都大学 . 

56. S. Takeoka, “Development of Nano Band-Aid Adhereing To A Wound From Inside of A 
Blood Vessel”, BASF Workshop Nanostructured Surfaces, 2006 年 5 月 , 上海 . 

57. 武岡真司 , “血管の内側から傷口に貼るナノ絆創膏の開発 ”, 国際 BIO EXPO バイオ
アカデミック  フォーラム , 2006 年 5 月 , 東京 . 

58. S. Takeoka, “Design and Preparation of Blood Substitutes Using Molecular Assembling 
Technologies”, 3rd IUPAC-sponsored International Symposium on Macro- and 
Supramolecular IUPAC-sponsored International Symposium on Macro- and Supramolecular 
Architectures and Materials (MAM-06), 2006 年 5 月 , Tokyo. 

59. 武岡真司 ,”分子集合化学を用いた人工血小板の研究展開―ナノバイオテクノロジーへ
の挑戦―”, 第３回ニューマテリアル研究会 , 2006 年 6 月 , 滋賀 . 

60. 武岡真司 , “分子集合科学を利用した人工血球の創製とその応用 ”, 第 43 回茅コンファ
レンス , 2006 年 8 月 ,山梨 . 

61. S. Takeoka, “Preparation of Freestanding Nano-Adhesive Plasters Having 
Hetero-Surfaces”, 232nd ACS Fall National Meeting in San Francisco, 2006 年 9 月 , San 
Francisco. 

62. S. Takeoka, “Novel Approaches to Develop Artificial Platelets / Platelet Substitutes”, The 
4th Asian-Pacific Congress on Thrombosis and Hemostasis, 2006 年 9 月 , 蘇州 . 

63. 武岡真司 , “ナノ絆創膏の開発 -ヘテロな表裏を持つ生分解ナノシートの開発 -“, 第 28
回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム  ランチョンセミナー , 2006 年 11 月 , 静岡 . 

64. S. Takeoka, “Development of Nano-Biotechnology; from Artificial Platelets to 
Nano-Adhesive Plasters”, The 4th 21COE International Symposium on “Practical 
Nano-Chemistry”, 2006 年 12 月 , 東京 .  

65. H. Nakai, “Development of Rigorous Non-Born-Oppenheimer Theory”, 11th ICQC Before 
Satellite inTokyo "Chemical Accuracy and Beyond", 2006 年 5 月 , 東京 . 

66. 中井浩巳 , “量子化学計算の現状と新たな取り組み ”, 第 24 回  CMS Seminar, 物質・材
料研究機構 , 2006 年 7 月 , 茨城 . 

67. H. Nakai, “Development of Rigorous Nonadiabatic Theory and Its Applications”, 11th 
European Workshop on Quantum Systems in Chemistry and Physics, 2006 年 8 月 , Russia. 

68. 中井浩巳 , “Born-Oppenheimer近似の 80年を振り返って ”, 第 13回理論化学シンポジウ
ム「10 年後の理論化学を考える」 , 2006 年 9 月 , 神奈川 . 

69. 中井浩巳 , “高速化量子ダイナミックス理論の開発 ”, 文科省科学研究費補助金特定領
域研究「実在系の分子理論」第 1 回公開シンポジウム , 2006 年 10 月 , 京都 . 

70. 中井浩巳 , “ガウス基底周期境界条件 (GTO-PBC)計算の理論的背景といくつかの応用 ”, 
新化学発展協会先端化学技術部会講演会 , 2006 年 11 月 , 東京 . 

71. 中井浩巳 , “高精度非断熱分子理論の開発と水素結合系への応用 ”, 第 5 回水素量子ア
トミクス研究会 , 2007 年 1 月 , 東京 . 

72. 中井浩巳 , “固体触媒の励起過程を取り扱う理論的手法の開発 ”, 文部科学省次世代ス
ーパーコンピュータプロジェクトナノ分野グランドチャレンジ研究開発  ナノ統合拠
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点第１回公開シンポジウム , 2007 年 3 月 , 愛知 . 
73. 中井浩巳 , “エネルギー密度解析 (EDA)－分子から結晶まで－ ”, テクノ・シンポジウム
名大「酸化物の科学の新しい展開」 , 2007 年 3 月 , 愛知 . 

74. 中井浩巳 , “高速化量子ダイナミックス理論の開発 ”, 文科省科学研究費補助金特定領
域研究「実在系の分子理論」平成 18 年度成果報告会 , 2007 年 3 月 , 東京 . 

75. H. Nishide, “Facilitated Oxygen Transport through Porphyrin/phthalocyanine Mmebranes”, 
4th International Conference of Porphyrins and Phthalocyanines, 2006 年 7 月 , Rome. 

76. H. Nishide, “Radical Polymers as a New Material for Battery”, The IUPAC World Polymer 
Congress: 41st International Symposium on Macromolecules, 2006 年 7 月 , Rio de Janeiro.

77. H. Nishide, “Radical Polymers Leading to a Totally Organic-based Battery”, 10th 
International Conference on Macromolecule-based Magnets, 2006 年 8 月 , Victoria. 

78. H. Nishide, “Radical Polymers and Organic Radical Battery”, IUPAC International 
Symposium on Advanced Polymers for Emerging Technologies, 2006 年 10 月 , Busan. 

79. H. Nishide, “New Polymers Leading to Organic-based Energy Devices”, 2nd International 
Plastic Electronics Conference & Showcase, 2006 年 10 月 , Frankfurt. 

80. I. Hirasawa, “How could crystallization contribute to the pharmaceutical field?”, 
International Conference on Advanced Crystallization, 2006 年 2 月 , 韓国 . 

81. Y. Furukawa, “Raman Spectroscopy of Organic Electronic Devices”, The 20th International 
Conference on Raman Spectroscopy, ICORS2006, 2006 年 8 月 , 横浜 . 

82. 古川行夫  “赤外・ラマン分光法による分光分析 ”, 平成 18 年度日本分光学会赤外ラマ
ン分光部会講習会 ”振動スペクトルの解析法 ”, 2006 年 8 月 , 幕張メッセ国際会議場 . 

83. 古川行夫  “有機薄膜・デバイス研究の現状 ”, SPring-8 ワークショップ “有機薄膜・デバ
イス研究と SPring-8”, 主婦会館プラザエフ , 2006 年 10 月 , 東京 . 

84. 古川行夫  “有機半導体薄膜の構造と有機薄膜トランジスタ ”, 名古屋大学工学研究科
応用物理学教室談話会 , 2006 年 11 月 , 名古屋大学 . 

85. 古川行夫  “有機電子デバイスの in situ 構造解析 ”, ラマン分光による最先端解析に関
するシンポジウム ,レニショー社 , 2006 年 11 月 , 東京 . 

86. 古川行夫  “有機薄膜トランジスタ研究の現状―材料 , 構造 , 機能―”, 京都大学化学研
究所講演会 , 京都大学化学研究所 , 2006 年 11 月 , 京都 . 

87. 古川行夫  “研究開発と IR分光 ”, 第 25回湘南ハイテクセミナー―研究開発と分析技術
―, KU ポートスクウェア , 2006 年 12 月 , 横浜 . 

88. 古川行夫  “有機 EL・有機 TFT における導電性高分子材料の基礎と特性 ”, 情報機構セ
ミナー , 東京都産業貿易センター , 2007 年 1 月 , 東京 . 

89. Y. Horikoshi, “Semiconductor Nanostructures Grown by MEE”, International symposium 
of MBE Taiwan, 2007 年 6 月 , 台北 . 

90. 本間敬之 , “全国高校化学グランプリと国際化学オリンピック ”, 平成 18 年度  日本化
学会九州支部  第 1 回幹事会 , 2006 年 4 月 , 福岡 . 

91. 本間敬之 , “各種機能を有するナノ構造･薄膜形成のためのウェットプロセスと新規な
デバイス・システムの構築 ”, 関東学院大学ハイテク・リサーチ・センター研究成果報
告会 , 2006 年 6 月 , 神奈川 . 

92. 本間敬之 , “めっき技術の機能ナノ構造形成への応用 ”, 第 41 回エレクトロニクス実装
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学会セミナー , エレクトロニクス実装学会 , 2006 年 7 月 , 東京 . 
93. 本間敬之 , “エレクトロニクス・機能デバイスシステム分野におけるめっき技術 ”, 平成

18 年度インテリジェントめっき技術中核人材育成事業 , 2006 年 10 月 , 福岡 . 
94. T. Homma, “Electrochemical Deposition Processes at Solid-liquid and Liquid-liquid 

Interfaces for Nanostructure Formation”, 2006 Spring Meeting of International Society of 
Electrochemistry, 2006 年 4 月 , Singapore. 

95. T. Homma, “Fabrication of Magnetic Dot Arrays Using Wet Processes”, The 6th 
International Symposium on Electrochemical Micro & Nanosystem Technologies (EMNT), 
2006 年 8 月 , Germany. 

96. T. Homma, “Electroless Fabrication of Metal Nanoparticles in a Microfluidic Reactor”, 
Gordon Research Conference, 2006 年 8 月 , U.S.A.   

97. M. Matsukata “State-of-the-art of Science and Engineering of Zeolite Membrane”, 
Malaysian Chemical Conference, 2006 年 9 月 ,  Malaysia. 

 
○学会あるいはシンポジウム主催リスト  
1. 逢坂哲彌  “第 47 回電池討論会 ”, 2006. Nov., Tokyo. 
2. 逢坂哲彌  “電子回路基板技術振興財団第二回シンポジウム  電子材料分野のものづく
りと今後の動向 ”, 2006. Nov., Tokyo. 

3. 木野邦器  “平成 18 年度生物工学フォーラム：バイオ計測技術開発の最新動向 ”, 2006
年 12 月 , 東大農学部弥生講堂 . 

4. 木野邦器  “生物工学支援技術懇談会―バイオ産業における計測標準の国内・国際動向
と我が国の戦略的対応― ”, 2007 年 1 月 , 早稲田大学 . 

5. K. Kuroda “JSPS A3 Foresight Program Seminar (Japan and China)”, 2007. Jan., Tokyo. 
6. K. Kuroda, “JSPS A3 Foresight Program Seminar (Japan and Korea)”, 2007. Mar., Tokyo. 
7. S. Shoji, “International Symposium on Microchemistry and Microsystems 2006 (ISMM 

2006)”, 2006. June, Hakone. 
8. H. Nishide, Chairman, “3rd IUPAC International Symposium on Macro- and 

Supramolecular Architectures and Materials: Practical Nano-Chemistry and Novel 
Approaches International Symposium on Nanotechnology”, 2006. May, Tokyo. 

9. H. Nishide, Co-Chairman, “2nd International Symposium on Polymer Chemistry”, 2006. 
June, Dalian. 
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